


　リニア中央新幹線の整備状況については、事業主体である JR 東海によ
り、先行区間となる品川・名古屋間の沿線各地で鋭意工事が進められて
います。中でも地上の中間駅となる岐阜県中津川市では、2022 年６月に
中間駅整備工事に着手され、同年 12 月には長野県飯田市でも中間駅整備
工事に着手されました。また、昨年 10 月には、山梨県と長野県の間となる
掘削延長約 710 ｍの第一南巨摩トンネル（山梨県）が、リニアが走行する
本坑トンネル工事として初めて貫通されるなど、沿線各地で工事が本格化し
ています。
　一方、名古屋・大阪間の整備については、国の「経済財政運営と改革の
基本方針 2023」において、リニア中央新幹線等は、三大都市圏を結ぶ「日
本中央回廊」を形成し、地方活性化や国際競争力強化を推進するもので
あり、全線開業の前倒しを図るため、建設主体が本年から名古屋・大阪間
の環境影響評価※１に着手できるよう、沿線自治体と連携して、必要な指導・
支援を行うと明記されました。
　また、リニア中央新幹線建設促進三重県期成同盟会においては、本市内
候補地への駅設置等を求めて、令和５年 10 月、県期成同盟会の会長であ
る一見知事をはじめとする役員により、JR 東海の丹羽社長へと要望活動を
展開するなど、名古屋以西の早期着手に向けた取り組みが展開されました。
　こうした取り組みにより、令和５年 12 月には、事業主体である JR 東
海において、概略ルートの絞り込みや概略駅位置の選定に必要なボーリング調査（地盤調査）が三重県と奈良県で開始
され、環境影響評価に着手されました。
　本評価は、リニア中央新幹線の整備実施に当たって、環境保全に十分配慮した計画を進め、できる限り環境影響の回
避または低減することを目的に実施されるものであり、今後、計画段階環境配慮書にて概略ルート及び概略駅位置が示
されていくこととなります。
　このようにリニア中央新幹線の整備は、国土構造に大きな変化をもたらす国家的見地に立ったプロジェクトとして着
実に前進するとともに、本市民会議においては、四半世紀にわたり積み重ねてきた活動を継続して展開しつつ、令和５
年度から進めるジオラマ制作などの機運醸成への取り組みも含めた、リニア中央新幹線の全線早期開業と市内停車駅設
置に向けて積極的な活動を展開してまいります。

※１ 環境影響評価とは？（環境省ホームページ環境影響評価情報支援ネットワークより抜粋）
　 　�環境影響評価（環境アセスメント）とは、開発事業の内容を決めるに当たって、それが環境にどのような影響を及ぼすかについて、あら

かじめ事業者自らが調査、予測、評価を行い、その結果を公表して一般の方々、地方公共団体などから意見を聴き、それらを踏まえて環
境の保全の観点からよりよい事業計画を作り上げていこうという制度。
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リニア中央新幹線の整備状況と市内停車駅誘致の状況について

　令和５年７月 26 日（水）亀山市文化会館中央コミュニティセンターにおいて、関係者約
70 名出席のもと、令和５年度リニア中央新幹線・JR 複線電化推進亀山市民会議総会が開催
されました。総会では、昨年度の事業報告や令和５年度のリニア駅誘致積立金の活用事業（ジ
オラマ制作）等の事業計画が承認されました。
　総会終了後は、山梨大学・早稲田大学・東京農業大学の共同による、リニア駅周辺への農林
系省庁誘致、果樹野菜の生産性向上などを重点施策として取り組む「山梨フードバレー構想」を
研究されておられる山梨大学大学院総合研究部土木環境工学科の武藤慎一教授を講師としてお
招きし、「リニア中央新幹線の地域にもたらす経済効果とアクセス交通の重要性」と題し、リニア
中央新幹線開通による移動時間の劇的な短縮による地域経済への波及効果やその効果を十分に
波及させるための中間駅までのアクセス交通整備の重要性等についてご講演をいただきました。

　令和５年８月 11 日（金）に「リニア鉄道親子学習会」を開催し、抽選で選ばれた 17 組 44 名の市民の方々とともに
名古屋市にある「リニア鉄道館」、「電気の科学館」を訪れ、時間いっぱいまでリニアや鉄道の歴史のほか、電気の仕組
みなどについて、親子で楽しく学んでいただきました。また、令和５年 11 月 25 日（土）に開催された「青少年のため
の科学の祭典」へのブース出展に加え、イオンモール京都桂川や 2023 亀山市勤労者ファミリーフェスタにおいて、子
どもを対象とした様々なワークショップを展開し、リニア中央新幹線の PR や在来線の利用促進 PR 活動を展開しました。

総 会 ・ 講 演 会

次世代を担う子どもたちを対象とした取組

リニア・鉄道親子学習会 青少年のための科学の祭典

総会

講演会

　リニア中央新幹線・JR 複線電化推進亀山市民会議では、「LINEAR　TO　KAMEYAMA　　新たなステージ、夢から
現実へ！！」、「もっと乗って！もっと便利に！」を合言葉に、リニア中央新幹線の市内停車駅誘致活動や在来線の利便
性向上などの推進活動を展開しました。

令和５年度のリニア中央新幹線・JR 複線電化推進亀山市民会議活動

県同盟会要望風景

岐阜県中津川市における工事風景 (R5.9 時点 )

イオンモール京都桂川

　PR カレンダー配布や会報の発行、PR グッズの作成等により、リニア中央新幹線の早期実現と市内
停車駅誘致の機運醸成、在来線の利用促進 PR 活動に取り組みました。また、市内を運行する関西本
線（亀山・加茂間）の利用促進を図るため、京都府
のイオンモール京都桂川にて開催されたイベントや
市内で開催された各種イベントにおいて、リニア中
央新幹線の早期実現と市内停車駅誘致の機運醸成に
加え、在来線の利用促進 PR 活動に取り組みました。

P R 活 動

イオンモール京都桂川 ファミリーフェスタ PR カレンダーデザイン

　令和６年２月２日（金）、リニア中央新幹線の早期全線開業や市
内停車駅の早期設置決定、複線電化や駅機能充実による利便性
向上などを求め、国や関係機関に対して要望活動を実施しました。

中 央 要 望 活 動

〇リニア中央新幹線　�~三重・奈良ルートによる全線早期開業
�y�y�y�y�y�y�y�y�y�y�~�� 三重県期成同盟会にて決議された候補地への停車駅決定
〇在来線　　　　　　�~ 亀山駅を中心とした複線電化の早期着手
�y�y�y�y�y�y�y�y�y�y�~�� IC乗車券サービスの利用拡大や駅機能の充実による利便性の向上　など

《要望内容》
地元選出国会議員への要望活動風景

32



　「リニア中央新幹線建設促進期成同盟会」・「リニア中央新幹線建設促進三重県期成同盟会」のホームページでは、リ
ニア中央新幹線の広報動画やキッズ向けのサイトを開設しています。ぜひご覧ください。
　また、三重県とリニア中央新幹線建設促進三重県期成同盟会が
運営する「みえリニアポータルサイト」では、「みえリニア応援クラブ」
の会員を募集しています。入会金・年会費は無料で、会員特典とし
て、リニアオリジナル啓発グッズ（非売品）がプレゼントされます。

▲リニア中央
　新幹線建設
　促進期成
　同盟会

▲みえリニア
　ポータル
　サイト

　JR 東海では、山梨リニア実験線にて超電導リニアの走行試験
が実施されていますが、走行試験スケジュールを調整し、L0 系
改良型試験車による「超電導リニア体験乗車」が 2024 年も随時
開催されています。従来の L0 系から内装や座席が改良され、快
適な座り心地となった L0 系改良型試験車を体験されてみては？
●詳しくは JR 東海 HP をご覧ください。

超電導リニア体験乗車が再開！

　昨年７月に開催された令和５年度リニア中央新幹線・JR複線電化推進亀山市民会議の総会において、「リニア駅誘致運動」
に対して頂戴したご寄附の活用について、一層の機運醸成を図るためのジオラマ制作を行うことが承認されました。
　ジオラマは、実際に浮上して走行するＮゲージリニア（鉄道模型）を用い、リニア駅のある未来の亀山のまちを想像し
たものが制作される予定で、大きさは、２ｍ× 1.5 ｍとなります。
　現在、ジオラマ制作に向けて、子どもたちを対象としたジオラマの樹木や人物づくりワークショップを開催しており、
その第１回目となるワークショップを、本年１月の亀山市立図書館開館１周年記念イベントにて開催しました。開催当日
は、実際に浮上して走行するＮゲージリニアを眺めながら、親子や兄弟・姉妹で夢中になって体験をいただきました。本
ワークショップでは、みんなが作った樹木や人物が今後制作されるジオラマの中に配置されるため、「どこにあるのか探
すのが楽しみ」、「ジオラマを作った１人だ」などの感想をいただいています。
　今後もワークショップを随時開催しつつ、ジオラマ制作を進め、本年７月頃には
完成する予定となっています。
　完成後は、様々な場所やイベントで展示されるほか、ワークショップ風景や制作
風景等の画像を活用しながら広く PR を行い、一層の「リニア駅誘致」への機運醸成
を図っていきます。

第１回ワークショップ風景 ジオラマイメージ

出典：リニア中央新幹線建設促進期成同盟会

リニアが走るジオラマ制作がスタート‼

在来線～「もっと乗って！もっと便利に！」～
関西本線（亀山 - 名古屋間）の一部時間帯に新型車両が投入‼
　令和５年６月から関西本線（亀山－名古屋間）の一部時間帯に新型車両
が投入されました。車体は、「先進性×親近感」をコンセプトにステンレ
ス製車体の輝きが眩しく、窓が少し緑色になっていますが、赤外線や紫外
線を 99％カットするガラスが JR 東海で初めて採用されています。
　内装は、「優しく安心感のある快適な移動空間」をコンセプトとされて
おり、車椅子対応トイレや車椅子・ベビーカースペースなどのバリアフリー
設備の充実をはじめ、車内防犯カメラの新設、開放感あるインテリアなど、
快適性や安全性の向上が行われています。特に在来線通勤型電車として特
徴的なものとして、ロングシートが採用され４両編成となっています。
　その他にも車内案内表示が液晶ディスプレイになるなど、利便性が向上
した関西本線で通勤・通学・お買い物などのご利用のほか、小さなお子様
と鉄道デビューしてみては？
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